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1 オスマン朝史におけるスレイマン 1 世期の位置づけと中央集権化の概括につい
ては，［İnalcik 1973 : 3-4 ; 鈴木 1993 : 21-27 ; idem 1997 : 121-127 ; 林 2008 : 118-













922/1517 年，オスマン朝はマムルーク朝 (648-922/1250-1517) を倒し，エジ
プトにおける支配権を確立した。その後，当地において，ジャーニム Jānim
とイーナール Īnāl の乱 (929/1523) およびエジプト州総督アフマド・パシャ
Ah
̇
mad Pasha の乱 (930/1524) という 2 度の反乱を経験し，「カーヌーン・ナー
メ (K
̇





ては 2つの見解がある。第 1 に，マムルーク朝の統治方法は継承され，他のア
ラブ地域とは異なる独自の統治が展開されたとする見解であり，ホールト
Peter M. HoltやウィンターMichael Winterらがこの説をとる
3
。この説の主
2 オスマン朝のエジプト統治初期の概略については，［Holt 1966 : 46-52 ; idem
1968b : 80-81 ; Winter 1992 : 7-16 ; Lellouch 2006 ; Hathaway 2008 : 51-56 ;






















「カーイトバーイ時代の慣行 (ʻāda) と法 (qānūn)」の維持について言及される



















［Hathaway 1997 : 9-11 ; idem 2008 : 51］。また，不変性を強調する前者の説に対
する批判的研究［Hathaway 2003］も参照。
↗
5 スルターニー・ジスル (jusūr al-sult
̇
ānīya : スルターンの灌漑土手) のカーシ



















































































































āhir Barqūq (位 784-791, 792-801/1382-89, 1390-





4 : 65 ; ʻAbd al-Rashīd 1999 : 35］。
この職は，オスマン朝にも引き継がれ，「カーヌーン・ナーメ」にもその職務規定







































当該制度については，［松尾 1996 ; 林 2008 : 147-149］を参照。




















はイスタンブルのスレイマニイェ図書館 Süleymaniye Kütüphanesi に，それ
以外の台帳はエジプト国立文書館 Dār al-Wathāʼiq al-Qawmīya に所蔵されて
いる。
① オスマン朝統治初年の徴税調査記録 (［MS. Ayasofya 2960］)
この記録は，アイユーブ朝 (567-648/1171-1250) 時代のファイユーム県の調
査記録である『ファイユームとその村々の歴史 Taʼrīkh al-Fayyūm wa Bilādi-
hi
10






財源である 27 村を対象とした，1517 年 9 月から始まるハラー
10 ナーブルスィー Fakhr al-Dīn ʻUthmān b. Ibrāhīm al-Nābulusī al-S
̇
afadī (没 660/
1261) が著したこの書については，［佐藤 1986 : 264-265 ; Rapoport and Shahar




カイロ写本 (MS. Tārīkh 1594) とアヤソフィア写本の伝世が確認されている。


















ラージュ (kharāj : 地租)，ディヤーファの徴税額とその内訳であるが，農地や
灌漑設備に問題が生じている村については，簡潔な状況の説明が付されており，
この部分が当時の灌漑設備の維持管理のあり方を知る上で有用である。
② 『ファイユーム県ハラージュ年度 933/1527-8 年の土地調査台帳 Daftar al-






③ 『ファイユーム県ハラージュ年度 934/1528-9 年の土地調査台帳 Daftar al-












五十嵐による詳細な研究［Igarashi 2010 ; 五十嵐 2011 : 92-124］を参照。
↘
13 ハラージュ年度 (al-sana al-kharājīya) はコプト暦に対応した記年法である。
コプト暦はトウト月 (グレゴリウス暦の 9月 11日から始まる) を 1年の始まりと
する太陽暦である。一方，ヒジュラ暦は太陰暦である為 1 年がコプト暦に比べて
およそ 33分の 1短く，季節とのずれが生じる為，小麦を中心とする穀物からなる
ハラージュはコプト暦に従って徴収され，記録された［Poliak 1939 : 21 ; Rabie
1972 : 133 ; 佐藤 1986 : 250, n. 21 ; Sato 1997 : 127, n. 7］。




a : 53r ; Afīfī 1991 : 39-



































ammad Ramzīの『地理事典 al-Qāmūs al-Jughrafī』に記載される
現代の正式名称を書き入れた。
15 『軍務台帳』の編纂過程と記録内容の詳細については，［Michel 1996 : 熊倉
2009］を参照。
16 詳細は本稿，註 22 を参照。










r Yūsufが行き着く現在のカールーン湖 Birkat al-Qārūn の海抜はおよそマ

















18 ナーブルスィーに拠れば，アイユーブ朝時代，ユースフ運河からは 58 の小運河
に水が引かれ，その先に設けられた分水場 (maqsim) から用水路 (turʻa) を経










台設置されていたと言う［Taʼrīkh : 6-7 ; MS. Ayasofya 2960 : 6r］。ファイユーム
県の開拓史や地理については，［Muʻjam al-Buldān 4 : 286-288 ; Nuzha : 228-232 ;
Nashq : 45r-46v ; Boak 1926 : 353-356 ; 佐藤 1986 : 246-266 ; Rapoport and Shahar



































































147 ; Ta’rīkh : 11-12 ; Nuzha :
230 ; 佐藤 1986 : 266］。
この灌漑方法の違いは，こ
19 ベイスン灌漑の構造については，［長沢 2013 : 251-269］の解説が最も詳しい。
他，［Borsch 2000 ; 加藤 2010 ; 熊倉 2013 : 49-50］も参照。
20 アイユーブ朝期ファイユーム県におけるベイスン灌漑地域と水路灌漑地域の地
理的分布については，［Rapoport and Shahar 2012 : 16］において地図上に示され
ている。オスマン朝の分布状況もこれとほぼ同じである事がジスルの設置状況の
記録から裏付けられる［Reg. 3001-001905 : 2v-4r］。
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ダカフリーヤ 596,571 (*2) 217
ダミエッタ近郊 11,600 (*3) 12

















クース 414,663 (*8) N.A
註：
















































21 ハラージュ年度 933/1527-8 年と 934/1528-9 年の土地調査台帳から，小麦
(qamh
̇
)，大麦 (shaʼīr)，ソラ豆 (fūl) といった冬作物の他に，エンドウ豆 (bisilla)，
ゴマ (simsim)，サトウキビ (qas
̇
ab al-sukkar)，米 (aruzz)，綿 (qut
̇
n) といった
夏作物，また，オリーヴ (zaytūn)，ブドウ (ʻinab)，ザクロ (rummān)，アンズ
(mishmish)，イチジク (tīn)，レモン (laymūn) などの果樹の栽培が確認できる




























Ibshawīyat al-Rummān 村とビビージュ・アンシュー Bibīj Anshū 村，ア













用の支払いがなかった」ために水不足が生じていたという［Taʼrīkh : 6 ; MS.




































1 : 88, 103 ; Poliak 1937 : 106 ; idem 1939 : 67 ; 佐藤 1986 :
235 ; Sato 1997 : 149］。オスマン朝統治初年の徴税調査記録では，鶏 (dajāj)，地












といった加工品が挙げられている［MS. Ayasofya 2960 : 173r-
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(kashf al-turab)」や「荒廃部分の監督費 (kashf al-khirab)」が計上されている村











ウドワ・スィーラー ʻUdwa Sīlā村は，耕作地 1,043 ファッダーン (faddān) に
冬小麦，春小麦 (rabīʻ)，ソラ豆を栽培し，230ディーナールの税収高 (irtifāʻ)














引かれる水路の幅をこの単位を用いて示したと考えられる［佐藤 1986 : 333-346 :
Sato 1977 : 222-225 ; Repoport and Shahar 2012 : 14-21］。
28 具体的には，保護料 (h
̇
imāya) とナトロンの代金 (thaman) 57ディーナール，




























ta thaman al-kurūm wa tas
̇
rīf-hum fī al-miyāh)」という名目で 240ディー
ナールが徴収された。この前年の同村の記録にはその内訳が記されており，そ
れによれば，計 8 つの果樹園で生産されるブドウ，ザクロ，オリーヴといった
果実を対象とし，果実ごとにその代価 (thaman) が銀貨 (dirham) で計算され，
その合計を金貨に換算した額が上記の税として計上された事がわかる［Reg.














税者が支払うものであった［Qawānīn : 304 ; 岡崎 1961 ; Cahen 1962 : 250-251 (n.
4) ; Fischel 1965 ; 清水 1998 : 548］。
↗
31 この税はハラージュの分類の内，「ハラージュ・ラーティブ (kharāj rātib)」に
相当すると考えられる。ヌワイリー al-Nuwayrī (732/1332 年没) による，バフ























) が崩壊したためである。この村の割当て (tawjīb) を











ammad b. Zayd b. Ah
̇
mad であり，彼らはこの村のシャイフ (shaykh :
長) であり農民である。年間の夏作と冬作について彼らが述べるところに
よれば，2村に課された本来の合計のうち，前述の［カーンスーフの］娘
の寛大なる案内の門 (bāb al-adilla al-karīma) によって彼らに定められてい
るのは，合計 120,000ディルハムであった。そして彼らが述べるところに
(bustān)，ナツメヤシ (nakhīl) を対象とするハラージュの一種であり，それぞ









よれば，ハラージュ年度 923 年において耕された 2人の土地からのハラー
ジュは，2村の大部分が非灌漑地であったため，30,000ディルハムであっ
た。2人はそれを，その村の土地に水が通るように，村の塀もしくは土手
(jisr) の建設に投じたと述べた［MS. Ayasofya 2960 : 175r］。
2村はいずれも，マムルーク朝時代末期のアミール (amīr : 軍団長) であった

























る。アクアービー al-Akʻābī村 (現在のカアービー al-Kaʻābī村［Ramzī 1994 : vol.
2-3 111］) は税収 280ディーナールの中から，6ディーナールが土盛り費に充て

















































フィーヤ運河Khalīj Ashrafī (後のマフムーディーヤ運河) はナイルのラシード支
流とアレキサンドリアを結ぶ大運河であったが，その管理は東西で二分されて
おり，東側の流域は運河近隣の 8村に管理 (darak) が割当てられていた
36
。こ
ラディー・ジスルであるハッワーラ・アジュラーン Hawwāra ʻAjlān村 (現在の




シュキーン Dimishqīn村［Ramzī 1994 : vol. 2-3 99］) のジスル，またそれらの北
に位置するラーフーン村のスルターニー・ジスル，そしてガラク Gharaq地域に




複数の村が維持管理を担った［熊倉 2013 : 56-57］。一方，ファイユーム県のスル
ターニー・ジスルには複数の村を跨ぐような大規模のものはなかった為，そのジ
スルが設置された村に管理が割当てられた［Reg. 3001-001905 : 2b-4a］。なお，
ジスルの管理は，夏場の増水期にはジスルの決壊を防ぐ為に土盛りや見回りを行
い，冬場の減水期には耕地や水路に溜まった泥土をさらい，崩れたジスルを補修
する事であった［Qawānīn : 235 (n. 1) ; Reg. 3001-001904 ; Reg. 3001-001906 ; 熊
倉 2013 :56-58］。
↗
36 管理が割当てられたのは，スルンバーイ Surunbāy 村，アトフ al-ʻAt
̇
f 村，シャ
イフ al-Shaykh 村 (現在のミンシャー・アリームーン Minshā Arīmūn［Ramzī

















ある［熊倉 2013 : 58-61］。それでは順に見ていこう。
① カーシフ
まず，政府側のアクターとしては，バフナサーウィーヤ県およびファイユー
ム県におけるスルターニー・ジスルのカーシフ (kāshif al-jusūr al-sult
̇
ānīya bi









［Ramzī 1994 : vol. 2-2 275］)，マフザン al-Makhzan村 (現在のミンシャー・アル















ānūnnāme : 360-363 ; Shaw 1962 : 60 ;





































は［Holt 1966 : 47-48 ; Winter 1992 : 14］を参照。
40 このアミールは，ガウリー Qāns
̇
ūh Ghawrī (位 906-22/1501-16) のマムルーク
軍団の出身で，マムルーク朝治下ではガウリーの息子ムハンマドのダワーダール
(dawādār : 官房長官) を務めたマムルーク軍人である［al-Durar 1 : 534］。
41 MS. Ayasofya 2960 は，ジャーニム・ミン・カスルーフに献呈された写本であ
り，その末尾にはジャーニム・ミン・ダウラート・バーイがカーシフを務めた時
のファイユーム県におけるザヒーラ庁財源の徴税記録を収録したものである。
42 ジャーニム・ミン・ダウラートバーイは 926/1519-20 年から 929/1523 年まで，
ジャーニム・ミン・カスルーフは 946/1539-40 年から 951/1544-5 年まで巡礼隊長
を務めた［Badāʼiʻ 5 : 355, 379, 394, 407, 443, 476 ; al-Durar 1 : 500, 503, 534］。
↗
43 MS. Ayasofya 2960 の序文において，徴税調査記録に立ち会った人々が次のよ
うに記されている。「ファイユーム県 (iqlīm) における現在耕作されている村々
の割当て (tawjīb)。その村々の一部は，偉大なる王のスルターンである我らの庇
護者 (中略) セリム Salīm Shāh al-Khunkār al-Aʻz
̇
am の治世において，勝利の王
国の高貴なるザヒーラ庁 (Dīwān al-Dhakhīra) に返還された。これはハラージュ
― 23 ―
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ダウラートバーイ Jānim min Dawlātbāy，そして (祈願文略) 財務の至高なる
カーディーであるワリー・アッディーンWalī al-Dīn ʻAbd al-Qādir al-Nashīlīと











r al-Yūsufī) でありウドゥール様 (al-sādat al-ʻudūl)
である。そして後述する村々の人びとが立ち会った［MS. Ayasofya 2960 : 172v-
173r］」。
↘





al-Rashīd 1999 : 66-67 ; Michel 2012 : 194-196］。
45 アクアビー村の過去の課税額は，シハーブ・アッディーンの証言によって確認








































278 ; Shaw 1962 : 54-55 ; ʻAbd al-Rah
̇
īm 1986 : 50-54 ; 佐藤 1986 : 299-300 ; Sato
1997 : 186 ; ʻAbd al-Rashīd 1999 : 61-62 ; Michel 2012 : 197-203］を参照。
48 ハウリーたちは，冬場の減水期に，村から必要なシャベル (jarārīf) と犂
(muqalqilāt) を集め，ジスルを規定の形状に修復する責任を負った［Reg. 3001-
001905 : 2v-4r］。また，増水期には，ジスルを切る際の立会いやジスルの決壊防
































ammad Jāwīsh によって届けられた命令書 (mithāl) が，
出廷した両村のシャイフと農民らの前で読まれた。その内容は，タミーヤ村へ




3001-024267 : 45-46］。その経緯はタミーヤ村のカーイム・マカーム (qāʼim











51 ダシーシャ・ワクフとは，二聖都の貧者に小麦粥 (dashīsha) を分配する為に

























てはムルタズィム (multazim : 徴税請負人) やその代理人であった。また，イク
ター制では，イクター保有者がこの位置を占めていた。イクター制の廃止から
イルティザーム制の普及までの状況については，史料から情報を得る事が難し







ミーン村では，税収 734ディーナールから 12ディーナールが代理 (niyāba) の名
目でアラブ部族に割当てられているが，このような例は他の村においてもしばし

































948 年ムハッラム月 1日/1541 年 4月 27日付。
［Reg. 3001-024267 : 17］
この文言は，当該台帳がアブール・ファドルなる人物の元にあった台帳に基づ




























































56 地方行政において地方都市の法廷が果たした役割については，［Shaw 1962 : 59 ;
El-Nahal 1979 : 65-68 ; 林 2008 : 216-217］を参照。
57 927/1521 年以降，イスタンブルからスレイマン 1 世の勅令がエジプト州総督
ハーイルバク (位 923-8/1517-22) の元に届けられ，それに基づく司法改革が進
められた。一連の改革において，従来カーディーや公証人が管理していた台帳
(dafātir) をカーディー・アルアスカルのナーイブ (nāʼib : 代理) に提出する事が
命じられるなどした。また，929/1523 年には州総督ムスタファ・パシャ (位 928-
9/1522-3) がマムルーク朝期に軍務庁の財務官を務めたジーアーン家に対し，彼
らが管理する土地記録の提出を命じ，それらの土地記録をカイロの総督府が管理






























58 上エジプトでは，バヌー・ウマル Banū ʻUmarを中心としたアラブ部族勢力が
根強く，オスマン朝政府が介入するのが困難であった事がこの理由として考えら
れる。16 世紀におけるアラブ部族の動向については，［Winter 1992 : 90-102 ;










『ハラージュ年度 933/1527-8 の土地調査台帳』：［Reg. 3001-000113］
『ハラージュ年度 934/1528-9 の土地調査台帳』：［Reg. 3001-000115］





1033-007351 ; 1033-007352 ; 1033-007360］；ダカフリーヤ県マンスーラ法廷台
帳［Reg. 1058-000001 ; 1058-000002 ; 1058-000003 ; 1058-000004 ; 1058-000005 ;
1058-000006 ; 1058-000007 ; 1058-000008］；ブハイラ県ダマンフール法廷台帳
［Reg. 1088-000001 ; 1088-000002 ; 1088-000003 ; 1088-000004］
【写本史料】







Qayyūm fī Tartīb Bilād al-Fayyūm. Istanbul : Süleymaniye Kütüphanesi, MS.
Ayasofya 2960.




fa al-Sanīya bi-Asmāʼ al-
Bilād al-Mis
̇
rīya. Oxford : Bodleian Library, MS. Huntington 2.




mad al-Jarkasī. Kitāb Nashq al-Azhār fī ‘Ajāʼib al-
Aqt
̇
ār. Istanbul : Süleymaniye Kütüphanesi, MS. Denizli 317.
Rawd
̇






a al-Zahīya fī wulāt
Mis
̇
r wal-Qāhira al-Mu‘izzīya. Oxford : Bodleian Library, MS. Pococke 80.
【刊行史料】











afā ed. 5 vols. Wiesbaden : Franz Steiner Publishing
House, 1960-75.
al-Durar : al-Jazīrī, ʻAbd al-Qādir b. Muh
̇






























Āthār. 2 vols. Bulaq, 1270H.
Muʻjam al-Buldān : Yāqūt, Shihāb al-Dīn Abū ʻAbd Allāh al-H
̇
amawī, Muʻjam al-
Buldān. 5 vols. Beirut : Dār S
̇
ādir, 1955-57.
Nihāya : al-Nuwayrī, Shihāb al-Dīn Ah
̇
mad. Nihāyat al-Arab fī Funūn al-Adab. 31 vols.
(vol. 1-18) Cairo : Dār al-Kutub al-Mis
̇
rīya, 1923-55 ; (vol. 19-31) Cairo : al-
Hayʼa al-Mis
̇
rīya al-ʻĀmma lil-Kitāb, 1975-1992.




mad al-Jarkasī. Nuzhat al-Umam al-ʻAjāʼib wal-
H
̇
ikam. Cairo : Maktaba Madbūlī, 1995.
K
̇
ānūnnāme : Barkan, Ömer Lütfi.XV ve XVI inci Asıirlarda Osmanlı İmparatorluǧunda
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period of drastic change.
In conclusion, it could hardly be claimed that translators at the Arsenal were
able to perfectly represent Lyellʼs theory in Chinese. However, it should be recog-
nized that this was a result of the fact that they had chosen information that seemed
relevant to Chinese readers of the time from Western geology, which itself was still
in its developmental phase. Besides, the fact that that Dixueqianshi had been trans-
lated as a practical introduction to mineralogy in the first place but later came to be
viewed as a guide to evolutionism in China should not be overlooked. These facts
should be considered with reference to the innate diversity of geology as a science
as well as the expansive worldview which geology would develop.
WATER, TAXES AND RECORDS MANAGEMENT IN FAYYUM
PROVINCE IN SIXTEENTH CENTURY EGYPT :
THE EARLY OTTOMAN RURAL GOVERNMENT SYSTEM
AND ITS DEVELOPMENT SEEN FROM THE WATER
USE ADMINISTRATION
KUMAKURA Wakako
In Ottoman history, the sixteenth century is regarded as the epoch in which
Suleyman I established a centralized administration. However, how the Ottomans
administered Egypt at the time has so far remained ambiguous. The present article
examines the way the Ottomans developed their administration of Egypt moving
toward centralization, by focusing on the administration of water use in Fayyum
province.
Located in middle Egypt, Fayyum province was an area of perennial irrigation
supplied by the Yusuf canal, and occupied an important position as a producer of
summer crops and fruit. Annual dredging of the canal was vital to maintaining this
irrigation, and the expenses for it were met from permanent taxes, as they had been
in the most part under the Mamluk dynasty. Those responsible for the mainte-
nance work were the representatives of various social groups, each of whom was
assigned a sphere such as a province, a basin or a village, forming a multilayered
maintenance structure. Around the mid-sixteenth century, the Ottomans collected
records concerning water use administration from the local representatives and
compile registers. As a result, records management, which had previously been
― 41 ―
done by particular individuals and families, came under Ottoman control. Such a
change in records management was not unconnected with Suleymanʼs centraliza-
tion, but it also shows that the Ottomans promoted the collection of the records that
were necessary for local governance even in the rural areas of Egypt. The collec-
tion of records and the compilation of registers by the Ottomans must have enabled
the qād
̇
īs (judges) sent from the central government through the mülāzemet sys-
tem to perform their duties systematically. Hence, the change in records manage-
ment can be regarded as a step in the process in which Egyptian rural governance
was incorporated into the Ottoman bureaucratic administration.
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